
1 ．はじめに（前稿での研究をふまえて）

筆者は前稿において、生駒山地西麓扇状地面に位置する八尾市高安地区を事例に、小溜池群

の分布状況から水利特性の概要を把握するなかで、溜池が潰廃される特質を中心に分析し、こ

の地域での溜池環境の展望について、若干の提起をおこなってきた 1）。この論稿は、1977年に

実施された八尾市下水道部河川課作成の『ため池諸元表 2）』をもとに、2,500分の 1の八尾市都

市計画図を用い、各溜池の現況を把握するため1989年に実地調査を、1990・92年に補正調査を

おこなって得た資料をもとにまとめたものである。しかし、中間報告としての範疇にとどまり、
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八尾市生駒山地西麓扇状地面における

小溜池群の灌漑様式の類型化と地域考察
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生駒山地西麓の扇状地面に分布する八尾市高安地区の小溜池群を事例として、灌漑の水利系

統を類型化し、その特性を明確に位置づけることを試みるものである。

高安地区において、筆者がとらえた溜池数は595池にのぼる。そのうち553池が個人池で、共

有池は42池にすぎない。全体数の 8割近い463池が、満水面積0.05ha未満の小溜池群である。こ

ういった分布状況から、小溜池群に依存した灌漑様式Ⅰ、小溜池群と共有池の分布が併存し、

それらが相互的に機能した灌漑様式Ⅱ、さらに小溜池群と共有池の機能が、ふたつ連接した灌

漑様式Ⅲ、ⅠとⅡが連接した灌漑様式Ⅳに類型化することができる。こういった灌漑様式をと

らえることによって、それぞれの大字地区の土地開削の経緯が類推されるのである。高安地区

での土地開削の歴史は古く、それを支えてきたのが生駒山地西麓を平行して流下する谷流水と

湧水であり、それを導水・貯水して土地開削を増幅させたのが小溜池群である。こういった水

利環境のもとで共有池の築造が図られ、水利の安定が模索されてきた。しかし、用水の不足は

深刻で、その条件のもとそれぞれの時期に、新しい農業生産（近世期から明治中期＝木綿栽培、

明治中期から現在＝花卉栽培、明治末期から現在＝植木栽培）を定着させていった側面がみつ

められる。

大阪府下では、都市化・工業化の進展により、地域のなかに調和されてきた溜池環境は大き

く変貌している。調査対象地域においても同様に、溜池の潰廃化が大きく進行しているものの、

大字地区によっては周辺での近郊農業の展開状況から、溜池水利が今も継続されている。こう

いったなかで、個人池や共有池の灌漑を含めた環境保全としての機能をみいだし、小溜池群を

中心とする水利保全を模索できるモデル試案づくりが望まれる。

キーワード：生駒山地西麓扇状地面、小溜池群、灌漑様式、溜池潰廃、溜池環境、地域考察
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小溜池群を取り巻く水利特性について、地域の利水背景をふまえて、核心に迫る分析にたかめ

ることができていなかった。今回、前稿での調査によってえられた資料をさらに精査し、八尾

市高安地区の地域考察をふまえることによって、農業水利の機軸となった灌漑システムを前面

に、小溜池群を中心とする水利系統を類型化し、その特性を明確に位置づけることを試みるも

のである。

小溜池群の水利は利水の効率が悪く、伝統的な側面がより強く残映され、群小に立地する調

査に多くの足労を費やせねばならないためか、その水利構造の特質を主テーマとして研究した

ものは少ない 3）。唯一、地理学に立脚した小溜池群の水利研究として、奈良盆地馬見丘陵を事

例に、村落池（本稿での共有池と共通）、組合池（同、共有個人池と共通）、個人池が分布する

灌漑構造について分析した堀内の業績があげられるにすぎない 4）。溜池の築造は、地域の土地

開発と密接に関わってくるため、小溜池群の地域性を分析することによって、その歴史背景と

ともに乏水地域での土地開墾の仕組みの一端を伺うことができる。今までとらえられることが

少なかった小溜池群の水利特性を把握することにより、地域性差を通して明確にできる溜池水

利の研究を増幅させることにつながるものと考える。

2 ．対象地域の概要

生駒山地は、大阪平野、京都盆地、奈良盆地に連なる沖積平野の中央部に位置する。第 1図

は生駒山地の全体域を等高線によってあらわしたものである。全体的には、東斜面に緩やかで

西斜面に急崖をなしている。調査対象地域としてとらえた八尾市高安地区 5）は、生駒山地西麓

の南寄りに位置し、中河内郡北高安村と中高安村（1931年両村合併し高安村）、中河内郡南高

安村（1953年南高安町）にあたり、1955年に八尾市に合併している。八尾市は中心部をはじめ、

市域の多くの地域が旧大和川流域の低地部に位置するが、高安地区は唯一高燥部にあたる。

『ため池諸元表』記載の八尾市分布の溜池は486池を数える。そのすべてが生駒山地西麓扇

状地面に位置する溜池群である。国土地理院発行の25,000分の 1の地形図には、小溜池群が記

載されていないため、同図にあらわされた高安地区の溜池は50余りにすぎない。

高安地区を対象とした灌漑水利については、水利法の見地から、この地域の谷流水の利用方

法をめぐる水論につき、その一部の事例をとらえた研究 6）と、奈良県側を含め生駒山地全体の

溜池分布について、国土地理院25,000分の 1の地形図によって概数をとらえた研究 7）がみられ

る程度である。八尾市史では、旧大和川井路筋の樋組合の成立背景や水論について論じられて

いるものの、高安地区の農業水利の記述は、わずか 8行にとどまる 8）。紀要などの郷土史関係

の冊子においても、調査地の農業水利について具体的にまとめられたものに知見しえていな

い。

3 ．高安地区の農業水利の特性

（1）扇状地地形と谷流水・湧水の利用

生駒山地は南北に長く連なり西斜面に急峻である（第 1図）。そのため西斜面の谷川は、東
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より西に平行して幾筋もの流れとなる（第 4図）。それぞれの谷流水が運搬した土砂は西麓に

堆積され、その付近に多くの小規模な扇状地地形が形成される。こういった土地条件のもとで

は、各谷筋の流水、もしくは湧水を導水することによって土地の開墾が図られた。しかし、谷

流水や湧水にたよるだけでは、浸透性の強い扇状地面一帯の用水をまかなうことはできず、そ
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第 1 図　生駒山地概要図
資料：国土地理院 1：25,000各図を縮小して作成。

Fig.1 Area of Ikoma mountain region
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れを貯水することによって、土地利用の効率化が増幅されてきた。したがって、扇状地面に多

くの小溜池群が築造され、これによって農業用水の不足を補い、順次、可耕地が拡大されて

いったのである。

生駒山地西麓にあたる四條畷市、大東市、東大阪市、八尾市、柏原市にかけて、広範囲に小

溜池群が扇状地面に分布する。特に高安地区が含まれる主峰の生駒山（第 1図Ｉ：標高642.3

ｍ）から高安山（第 1図Ｔ：標高487.5ｍ）に連なる脊梁が高峻であり、土砂の堆積量が最も

多くなることから幾多の複合扇状地が形成され（第 2・4図）、その部面での小溜池群の分布が

顕著である（第 1表）。

高安地区の各大字地区 9）は、生駒山地西斜面の谷流水を用水源としているため、その区域は

第 2 図　八尾市生駒山地西麓概要図
資料：国土地理院 1：25,000信貴山図をもとに作成。

Fig.2 Study area of the west base of the Ikoma mountain region in the City of Yao
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総じて脊梁部から扇端部にかけて狭長であるのが特徴である（第 6図～第 9図）。これは入会

権とともに、谷流水の導水を目的とした水利上の要因が大きく作用する。谷流水の導水をめ

ぐって水利秩序が形成され、旱魃期には番水制が敷かれ、なかでも谷川が大字地区界を流下す

る場合、その競合関係が強くあらわれる。

（2）溜池分布の特性

実地・聞き取り調査をした結果、すでに潰廃された溜池や『ため池諸元表』未記載の溜池を

含め、高安地区においてとらえた、その数は595池にのぼる。この595池を対象に、第 2図をも

とに作成した断面図（第 3図）によって、高安地区の溜池分布の特性について考察を加えてお

きたい。断面図は扇状地形の基本型であるＡ面＝山間・谷部、Ｂ面＝扇頂部、Ｃ面＝扇央部、

Ｄ面＝扇端部の四区分とした。Ｄ面より西は、生駒山地西麓の谷流水が流下する恩智川（第

1・2図Ｏ、第 4図ｏ）以西の低地部に連なる。

断面区分にしたがって、集落ごとに高安地区の溜池分布数を第 1表にまとめた。それによる

と、①553池が個人所有であり、共有池は42池にすぎない（個人共有池名義の服部川：峰の惣

池、第 7図25を含む）。②全体教の 8割に近い463池が、満水面積0.05ha未満の小溜池群である。

③第 2・4図によって分かるように、神立、大窪あたりの扇状地地形の形成が最も大きく、南

下するにしたがって生駒山地と恩智川が近接するため、その規模は小さくなっている。溜池の

分布は、扇状地の形成規模に比例して、南に位置する大字地区ほど少ない。④Ｃ面＝扇央部と

Ｄ面＝扇端部に 8割以上の495池が集中することから、この部面での本格的な土地の開墾は小

溜池群の築造によって可能になったものと考えられる。⑤0.1ha以上の溜池は38池で、そのう

－ 48－

第 3 図　八尾市生駒山地西麓断面図
資料：第 2図、Ａ―Ｂ断面図をもとに作成。

Fig.3 Cross section of the west base of the Ikoma mountain region in the City of Yao



八尾市生駒山地西麓扇状地面における小溜池群の灌漑様式の類型化と地域考察

－ 49－

第 4 図　八尾市生駒山地西麓周辺土地条件図
資料：国土地理院 1：25,000大阪東南部土地条件図、八尾市役所 1：10,000八尾市全図をもとに作成。

Fig.4 Land condition map of the west base of the Ikoma mountain region in the City of Yao


